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本

日

は

、

国

家

防

衛

戦

略

の

中

で

、

「

防

衛

力

の

抜

本

的

強

化

に

当

た

っ

て

重

視

す

る

能

力

」

の

う

ち

「

機

動

展

開

能

力

・

国

民

保

護

」

に

つ

い

て

概

観

し

ま

す

。

島

嶼

部

を

含

む

我

が

国

へ

の

侵

攻

に

対

し

て

は

、

海

上

優

勢

・

航

空

優

勢

を

確

保

し

、

我

が

国

に

侵

攻

す

る

部

隊

の

接

近

・

上

陸

を

阻

止

す

る

た

め

、

平

素

配

備

し

て

い

る

部

隊

が

常

時

活

動

す

る

と

と

も

に

、

状

況

に

応

じ

て

必

要

な

部

隊

を

迅

速

に

機

動

展

開

さ

せ

る

必

要

が

あ

り

ま

す

。

こ

の

た

め

、

自

衛

隊

自

身

の

海

上

輸

送

力

、

航

空

輸

送

力

を

強

化

す

る

と

と

も

に

、

民

間

資

金

等

活

用

事

業

（

Ｐ

Ｆ

Ｉ

）

等

の

民

間

輸

送

力

を

最

大

限

活

用

す

る

こ

と

が

求

め

ら

れ

ま

す

。

ま

た

、

こ

れ

ら

に

よ

る

部

隊

へ

の

輸

送

、

補

給

等

が

よ

り

円

滑

か

つ

効

果

的

に

実

施

で

き

る

よ

う

に

、

統

合

に

よ

る

後

方

補

給

態

勢

を

強

化

し

、

特

に

島

嶼

部

が

集

中

す

る

南

西

地

域

に

お

け

る

空

港

、

港

湾

施

設

等

の

利

用

可

能

範

囲

の

拡

大

や

補

給

能

力

の

向

上

を

実

施

し

て

い

く

と

と

も

に

、

全

国

に

所

在

す

る

補

給

拠

点

の

近

代

化

を

積

極

的

に

推

進

す

る

こ

と

と

な

り

ま

し

た

。

具

体

的

な

取

り

組

み

と

し

て

各

種

空

港

、

港

湾

施

設

が

、

特

定

利

用

空

港

、

港

湾

と

し

て

指

定

さ

れ

、

平

素

か

ら

の

民

生

利

用

に

配

慮

し

つ

つ

、

緊

密

に

連

携

し

な

が

ら

、

自

衛

隊

、

海

上

保

安

庁

が

柔

軟

か

つ

迅

速

に

施

設

を

利

用

で

き

る

よ

う

整

備

が

進

捗

中

で

あ

り

ま

す

。

自

衛

隊

は

、

輸

送

船

舶

、

輸

送

機

、

輸

送

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

な

ど

を

取

得

し

、

自

ら

の

海

上

輸

送

力

や

航

空

輸

送

力

を

強

化

し

て

い

ま

す

。

こ

の

た

め

、

２

０

２

４

年

度

か

ら

陸

上

自

衛

隊

と

航

空

自

衛

隊

は

CH

-

47

輸

送

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

な

ど

を

取

得

す

る

こ

と

と

し

て

い

ま

す

。

さ

ら

に

南

西

地

域

へ

の

機

動

展

開

能

力

を

向

上

さ

せ

る

た

め

、

２

０

２

５

年

３

月

、

海

上

自

衛

隊

呉

地

区

（

広

島

県

）

に

お

い

て

、

陸

・

海

・

空

自

衛

隊

の

共

同

の

部

隊

と

し

て

自

衛

隊

海

上

輸

送

群

を

新

編

し

、

２

隻

の

輸

送

船

舶

を

配

備

し

ま

し

た

。

並

行

し

て

、

航

空

自

衛

隊

は

KC

-

46

A

空

中

給

油

・

輸

送

機

を

取

得

す

る

こ

と

と

し

て

い

ま

す

。

Ｐ

Ｆ

Ｉ

に

つ

い

て

も

、

自

衛

隊

の

海

上

輸

送

力

を

補

う

た

め

車

両

や

コ

ン

テ

ナ

を

大

量

に

輸

送

で

き

る

民

間

船

舶

を

確

保

し

、

活

用

す

る

方

針

と

な

っ

て

い

ま

す

。

南

西

域

に

お

い

て

、

事

態

に

応

じ

て

自

衛

隊

は

島

嶼

部

に

お

け

る

侵

害

を

排

除

す

る

ば

か

り

で

な

く

、

強

化

さ

れ

た

機

動

展

開

能

力

を

住

民

避

難

に

活

用

す

る

な

ど

、

国

民

保

護

の

任

務

を

実

施

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

こ

の

た

め

、

２

０

２

７

年

度

ま

で

に

Ｐ

Ｆ

Ｉ

船

舶

の

活

用

の

拡

大

等

に

よ

り

、

輸

送

能

力

を

強

化

す

る

こ

と

で

、

南

西

地

域

に

お

け

る

作

戦

能

力

を

強

化

す

る

と

と

も

に

国

民

保

護

の

た

め

の

住

民

避

難

の

迅

速

化

を

図

る

こ

と

に

し

て

い

ま

す

。

南

西

域

に

お

け

る

作

戦

に

対

応

す

る

た

め

、

自

衛

隊

が

使

用

す

る

民

間

船

舶

、

航

空

機

や

自

衛

隊

の

各

種

輸

送

ア

セ

ッ

ト

を

利

用

し

た

国

民

保

護

措

置

を

計

画

的

に

行

え

る

よ

う

調

整

、

協

力

す

る

ほ

か

、

自

衛

隊

の

部

隊

の

強

化

、

予

備

自

衛

官

の

活

用

な

ど

の

各

種

施

策

も

推

進

し

て

い

ま

す

。

加

え

て

、

地

方

公

共

団

体

等

と

連

携

し

て

国

民

保

護

に

関

す

る

訓

練

（

図

上

訓

練

及

び

実

動

訓

練

）

を

実

施

し

て

い

る

と

こ

ろ

で

す

。

今

後

も

国

民

目

線

に

立

っ

た

よ

り

実

効

的

な

態

勢

整

備

の

た

め

引

き

続

き

ハ

ー

ド

、

ソ

フ

ト

の

両

面

で

の

充

実

が

望

ま

れ

ま

す

。

防防防防衛衛衛衛ササササロロロロンンンン

「
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展展展展
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能能能能
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護護護護
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～～～～

南南南南

西西西西

地地地地

域域域域

でででで

求求求求

めめめめ

らららら

れれれれ

るるるる

能能能能

力力力力

～～～～

東東東東
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防防防防
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協協協協
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常常常常

任任任任

理理理理

事事事事

川川川川

波波波波
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司司司司

令令令令

官官官官

））））

理

事

会

終

了

後

、

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

長

鹿

子

島

洋

陸

将

補

に

よ

る

『

人

材

確

保

の

取

り

組

み

』

と

題

す

る

防

衛

講

演

会

を

行

い

ま

し

た

。

講

演

で

は

自

衛

隊

員

の

厳

し

さ

を

増

大

し

て

き

て

い

る

採

用

状

況

や

中

途

退

職

者

が

増

大

し

て

い

る

状

況

を

過

去

と

比

較

し

て

説

明

し

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

ま

た

、

防

衛

省

自

衛

隊

の

人

的

基

盤

が

危

機

的

状

況

に

あ

る

こ

と

を

踏

ま

え

て

、

政

府

が

自

衛

隊

員

の

処

遇

に

関

す

る

関

係

閣

僚

会

議

を

設

置

し

、

中

・

長

期

的

に

取

り

組

ん

で

い

る

処

遇

改

善

施

策

や

人

事

制

度

に

つ

い

て

、

解

か

り

易

く

紹

介

し

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

新

た

な

試

み

と

し

て

、

昨

年

12

月

に

渋

谷

の

宮

益

坂

に

新

築

の

商

業

ビ

ル

３

階

に

渋

谷

地

域

事

務

所

を

新

設

さ

れ

た

そ

う

で

す

。

ま

た

、

東

京

地

本

が

X

（

旧

ツ

イ

ッ

タ

ー

）

や

ツ

イ

ッ

タ

ー

な

ど

の

S

N

S

を

活

用

し

て

情

報

の

発

信

に

尽

力

し

て

い

る

こ

と

が

紹

介

さ

れ

、

防

衛

協

会

の

会

員

も

是

非

、

フ

ォ

ロ

ワ

ー

と

し

て

登

録

し

て

ほ

し

い

と

依

頼

さ

れ

ま

し

た

。

自

衛

隊

員

が

如

何

に

す

れ

ば

”

名

誉

と

誇

り

”

を

持

て

る

の

か

、

鹿

子

島

地

本

長

の

熱

い

気

持

ち

が

伝

わ

る

素

晴

ら

し

い

講

演

会

と

な

り

ま

し

た

。

東

京

都

防

衛

協

会

（

会

長

大

宮

英

明

）

で

は

、

令

和

８

年

３

月

５

日

（

木

）

午

後

、

グ

ラ

ン

ド

ヒ

ル

市

谷

に

於

い

て

、

令

和

７

年

度

理

事

会

（

理

事

総

数

65

名

、

参

加

理

事

42

名

、

委

任

状

23

名

）

が

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

理

事

会

は

物

故

者

へ

の

黙

祷

に

続

い

て

大

宮

会

長

が

挨

拶

さ

れ

て

か

ら

吉

田

理

事

長

が

議

長

と

な

っ

て

①

令

和

７

年

度

事

業

報

告

（

案

）

、

②

収

支

決

算

書

（

案

）

、

③

令

和

８

年

度

事

業

計

画

（

案

）

、

④

収

支

予

算

書

（

案

）

及

び

⑤

役

員

人

事

（

案

）

が

審

議

さ

れ

ま

し

た

。

各

議

案

の

審

議

に

お

い

て

、

７

年

度

事

業

報

告

（

案

）

で

は

地

区

協

会

が

実

施

し

た

イ

ベ

ン

ト

の

更

な

る

記

載

要

望

、

令

和

８

年

度

収

支

予

算

書

（

案

）

で

は

特

別

会

計

か

ら

の

繰

入

金

な

ど

が

審

議

さ

れ

、

、

い

ず

れ

も

原

案

通

り

に

承

認

さ

れ

、

４

月

20

日

に

開

催

が

予

定

さ

れ

て

い

る

第

61

回

定

期

総

会

に

上

程

さ

れ

る

こ

と

と

な

り

ま

し

た

。

審

議

で

は

地

方

協

力

本

部

施

設

（

会

議

室

）

を

積

極

的

に

活

用

す

べ

き

と

の

建

設

的

意

見

も

出

さ

れ

、

今

後

は

他

の

団

体

と

同

様

に

地

方

協

力

本

部

施

設

の

活

用

も

考

慮

す

る

こ

と

と

さ

れ

ま

し

た

。

ま

た

、

理

事

会

で

は

審

議

案

件

の

他

、

創

設

60

周

年

記

念

事

業

の

進

捗

状

況

、

、

事

務

局

の

体

制

及

び

定

期

総

会

と

記

念

式

典

の

進

め

方

に

つ

い

て

報

告

が

な

さ

れ

、

情

報

及

び

認

識

の

共

有

が

図

ら

れ

ま

し

た

。

理

事

会

終

了

後

は

、

特

別

会

員

も

参

加

し

て

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

長

鹿

子

島

陸

将

補

の

防

衛

講

演

を

聴

講

し

、

さ

ら

に

懇

親

の

場

に

お

い

て

意

見

交

換

や

情

報

共

有

を

図

る

な

ど

有

意

義

な

理

事

会

行

事

と

な

り

ま

し

た

。

東東東東京京京京都都都都防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会創創創創設設設設６６６６００００周周周周年年年年記記記記念念念念行行行行事事事事
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令令令令

和和和和

７７７７

年年年年

度度度度

理理理理

事事事事

会会会会

開開開開

催催催催

！！！！

審

議

に

先

立

ち

、

昨

年

9

月

以

降

、

事

務

局

長

不

在

の

状

況

が

続

い

て

い

る

中

、

兵

庫

県

在

住

の

谷

口

参

与

に

無

償

で

事

務

局

の

業

務

を

支

援

し

て

い

た

だ

い

て

い

ま

す

。

ま

た

機

関

紙

の

制

作

に

つ

い

て

は

渡

邊

顧

問

に

ご

尽

力

い

た

だ

い

て

お

り

、

会

を

代

表

し

て

ご

両

名

に

お

礼

申

し

上

げ

た

い

と

思

い

ま

す

。

令

和

7

年

度

は

計

画

通

り

に

事

業

を

行

う

こ

と

が

で

き

ま

し

た

が

、

収

支

は

繰

越

金

を

除

く

と

マ

イ

ナ

ス

と

な

り

ま

し

た

。

令

和

8

年

度

は

令

和

7

年

度

と

比

較

し

て

支

出

を

約

70

万

円

縮

減

す

る

予

定

で

す

が

、

そ

れ

で

も

収

支

は

大

幅

な

赤

字

が

見

込

ま

れ

る

た

め

、

特

別

会

計

を

活

用

せ

ざ

る

を

得

な

い

状

況

に

あ

り

ま

す

。

こ

の

よ

う

な

厳

し

い

財

政

状

況

を

踏

ま

え

て

、

議

案

を

審

議

し

て

い

た

だ

け

れ

ば

幸

い

で

す

。

創

設

60

周

年

記

念

事

業

は

、

準

備

委

員

会

の

皆

様

の

ご

尽

力

の

お

陰

で

、

計

画

通

り

に

進

捗

し

て

お

り

、

思

い

出

に

残

る

事

業

と

な

る

も

の

と

確

信

し

て

い

ま

す

。

準

備

委

員

会

の

皆

様

に

感

謝

し

ま

す

。

東

京

都

防

衛

協

会

は

正

会

員

で

あ

る

地

区

協

会

の

連

合

体

で

あ

り

、

地

区

協

会

が

原

動

力

で

す

。

ま

た

地

区

協

会

の

活

動

や

支

援

無

く

し

て

、

東

京

都

防

衛

協

会

は

成

り

立

ち

ま

せ

ん

。

本

日

の

理

事

会

で

は

皆

様

か

ら

忌

憚

の

な

い

ご

意

見

を

い

た

だ

き

、

実

り

あ

る

会

議

と

な

る

こ

と

を

期

待

し

て

い

ま

す

。

大大大大

宮宮宮宮

会会会会

長長長長

挨挨挨挨

拶拶拶拶

要要要要

旨旨旨旨

厳厳厳厳

しししし

ささささ

をををを

増増増増

しししし

てててて

いいいい

るるるる

自自自自

衛衛衛衛

隊隊隊隊

員員員員

のののの

確確確確

保保保保

にににに

つつつつ

いいいい

てててて

わわわわ

かかかか

りりりり

易易易易

くくくく

紹紹紹紹

介介介介

防防防防

衛衛衛衛

講講講講

演演演演

「

人人人人

材材材材

確確確確

保保保保

のののの

取取取取

りりりり

組組組組

みみみみ

」

活発発発発なななな審審審審議議議議をををを経経経経てててて全全全全議議議議案案案案がががが承承承承認認認認

さささされれれれ４４４４月月月月２２２２００００日日日日のののの第第第第６６６６１１１１回回回回定定定定期期期期

総総総総会会会会にににに上上上上程程程程



立

川

市

防

衛

協

会

の

令

和

７

年

度

を

振

り

返

っ

て

み

ま

す

と

、

令

和

７

年

５

月

24

日

（

土

）

、

定

期

総

会

を

陸

上

自

衛

隊

東

立

川

駐

屯

地

に

於

い

て

開

催

し

、

中

島

新

会

長

の

元

、

新

た

に

新

体

制

で

新

年

度

事

業

に

積

極

的

に

取

り

組

ん

で

ま

い

り

ま

し

た

。

当

地

域

に

所

在

す

る

、

陸

上

自

衛

隊

立

川

駐

屯

地

、

陸

上

自

衛

隊

東

立

川

駐

屯

地

、

航

空

自

衛

隊

横

田

基

地

の

記

念

行

事

を

は

じ

め

、

駐

屯

地

夏

祭

り

、

花

火

鑑

賞

会

、

防

災

航

空

祭

、

日

米

友

好

祭

、

年

末

行

事

等

に

お

い

て

数

万

人

の

方

々

を

お

招

き

し

て

、

自

衛

隊

と

地

域

と

の

連

携

を

周

辺

各

防

衛

協

会

と

推

進

す

る

と

と

も

に

、

東

京

地

方

協

力

本

部

立

川

出

張

所

と

連

携

し

て

、

新

隊

員

募

集

活

動

に

も

協

力

し

て

ま

い

り

ま

し

た

。

当

協

会

に

お

い

て

は

、

会

員

の

高

齢

化

も

あ

り

、

会

員

の

減

少

が

課

題

と

な

っ

て

お

り

、

今

後

女

性

部

・

青

年

部

の

拡

充

等

を

含

め

て

、

会

員

増

強

が

喫

緊

の

課

題

と

な

っ

て

い

ま

す

。

今

後

も

自

衛

隊

と

の

連

携

を

深

め

防

衛

協

会

事

業

と

し

て

、

防

衛

講

演

会

・

自

衛

隊

施

設

視

察

・

新

隊

員

募

集

活

動

等

、

周

辺

各

防

衛

協

会

と

と

も

に

、

防

衛

意

識

を

深

め

る

施

策

を

積

極

的

に

進

め

新

た

な

会

員

拡

大

に

向

け

て

参

り

た

い

と

思

い

ま

す

。

会

長

中

島

孝

行

地地地地区区区区協協協協会会会会ココココーーーーナナナナーーーー

立立立立

川川川川

市市市市

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

（

本

部

長

鹿

子

島

陸

将

補

）

は

１

月

17

日

、

秩

父

宮

ラ

グ

ビ

ー

場

で

開

催

さ

れ

た

ジ

ャ

パ

ン

ラ

グ

ビ

ー

リ

ー

グ

ワ

ン

浦

安

Ｄ

ー

Ｒ

ｏ

ｃ

ｋ

ｓ

対

東

芝

ブ

レ

イ

ブ

ル

ー

パ

ス

東

京

の

試

合

会

場

に

お

い

て

、

第

１

空

挺

団

、

第

１

普

通

科

連

隊

及

び

第

１

音

楽

隊

の

支

援

を

受

け

、

広

報

活

動

を

実

施

し

た

。

本

広

報

活

動

は

、

浦

安

Ｄ

ー

Ｒ

ｏ

ｃ

ｋ

ｓ

の

チ

ー

ム

運

営

を

行

っ

て

い

る

Ｎ

Ｔ

Ｔ

Ｓ

ｐ

ｏ

ｒ

ｔ

ｓ

Ｘ

と

連

携

し

、

自

衛

隊

の

活

動

内

容

や

社

会

的

な

役

割

を

周

知

す

る

こ

と

で

理

解

の

深

化

及

び

魅

力

化

を

図

る

目

的

で

実

施

し

、

東

京

地

本

と

し

て

ラ

グ

ビ

ー

の

試

合

会

場

で

は

初

の

試

み

と

な

っ

た

。

当

日

は

、

晴

天

に

恵

ま

れ

、

ラ

グ

ビ

ー

フ

ァ

ン

約

８

千

人

の

観

衆

が

集

ま

る

中

、

屋

外

イ

ベ

ン

ト

会

場

に

お

い

て

、

偵

察

用

オ

ー

ト

バ

イ

や

高

機

動

車

の

装

備

品

展

示

や

ガ

ラ

ポ

ン

抽

選

会

及

び

迷

彩

服

・

制

服

の

体

験

試

着

コ

ー

ナ

ー

の

設

置

の

他

、

第

１

空

挺

団

ラ

グ

ビ

ー

部

員

に

よ

る

訪

れ

た

ラ

グ

ビ

ー

フ

ァ

ン

か

ら

の

タ

ッ

ク

ル

受

け

や

パ

ス

ま

わ

し

に

よ

り

来

場

者

の

気

分

を

高

揚

さ

せ

る

と

と

も

に

自

衛

隊

へ

の

親

近

感

を

醸

成

す

る

こ

と

が

で

き

た

。

ま

た

、

試

合

会

場

の

ス

タ

ン

ド

で

は

第

１

音

楽

隊

の

迫

力

あ

る

演

奏

が

行

わ

れ

、

会

場

を

盛

り

上

げ

た

。

来

場

者

か

ら

は

「

自

衛

隊

の

た

く

ま

し

い

姿

を

見

る

こ

と

が

で

き

心

強

い

」

「

ラ

グ

ビ

ー

場

で

の

素

敵

な

音

楽

演

奏

に

感

激

し

た

」

な

ど

多

く

の

心

温

ま

る

声

を

聞

く

こ

と

が

で

き

た

。

今

回

の

広

報

活

動

に

当

た

り

、

プ

ロ

ス

ポ

ー

ツ

の

高

い

集

客

力

や

部

外

組

織

と

の

連

携

に

よ

り

、

募

集

対

象

者

を

含

む

幅

広

い

年

齢

層

に

自

衛

隊

へ

の

関

心

や

認

知

度

向

上

を

図

る

こ

と

が

で

き

た

こ

と

か

ら

、

今

後

も

プ

ロ

ス

ポ

ー

ツ

団

体

と

の

連

携

を

強

化

し

、

魅

力

あ

る

広

報

活

動

を

実

施

し

て

い

く

。

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

港

出

張

所

（

所

長

神

３

陸

佐

）

は

12

月

７

日

、

東

京

し

ご

と

セ

ン

タ

ー

に

お

い

て

「

公

安

系

公

務

員

合

同

説

明

会

」

を

実

施

し

た

。

本

説

明

会

は

港

出

張

所

が

主

催

し

、

警

視

庁

、

消

防

庁

、

出

入

国

在

留

管

理

庁

、

皇

宮

警

察

、

海

上

保

安

庁

及

び

埼

玉

県

警

察

と

共

同

で

実

施

す

る

公

安

系

に

特

化

し

た

公

務

員

合

同

説

明

会

で

あ

る

。

当

日

は

、

大

学

生

を

中

心

に

約

50

名

が

来

場

し

、

皆

一

様

に

真

剣

な

面

持

ち

で

説

明

に

耳

を

傾

け

て

い

た

。

各

ブ

ー

ス

は

、

当

初

各

機

関

の

概

要

説

明

、

そ

の

後

各

機

関

に

興

味

を

持

つ

参

加

者

が

自

由

に

説

明

を

聞

く

こ

と

が

で

き

る

個

別

ブ

ー

ス

を

配

置

し

、

自

衛

隊

ブ

ー

ス

で

は

、

所

長

に

よ

る

全

般

説

明

と

所

員

に

よ

る

各

種

説

明

・

相

談

を

実

施

し

た

。

本

説

明

会

は

、

定

期

的

に

実

施

し

て

お

り

、

良

い

人

材

を

獲

得

す

る

と

い

う

共

通

の

目

的

の

も

と

機

関

の

枠

組

み

を

超

え

て

協

力

し

、

各

々

に

公

安

系

公

務

員

の

職

務

の

魅

力

を

発

信

し

て

い

る

。

他

の

機

関

か

ら

は

「

ま

さ

に

こ

の

場

所

は

『

Ｏ

Ｎ

Ｅ

Ｔ

Ｅ

Ａ

Ｍ

の

体

現

』

で

あ

る

」

と

の

声

も

聞

か

れ

た

。

合

同

で

開

催

す

る

メ

リ

ッ

ト

と

し

て

、

同

一

の

場

所

で

複

数

の

機

関

の

話

を

聞

く

こ

と

が

で

き

る

点

が

挙

げ

ら

れ

、

多

く

の

参

加

者

が

複

数

の

機

関

の

ブ

ー

ス

に

足

を

運

び

、

熱

心

に

質

問

す

る

姿

が

見

ら

れ

た

。

参

加

者

か

ら

は

、

「

一

度

に

多

く

の

機

関

の

情

報

を

獲

得

す

る

こ

と

が

で

き

る

場

を

設

け

て

い

た

だ

い

て

あ

り

が

た

い

」

な

ど

の

感

想

が

聞

か

れ

た

。

港

出

張

所

は

、

引

き

続

き

公

安

系

公

務

員

合

同

説

明

会

を

積

極

的

に

企

画

し

、

自

衛

隊

の

魅

力

を

発

信

す

る

と

と

も

に

、

防

衛

省

・

自

衛

隊

の

理

解

促

進

を

図

り

、

人

材

確

保

に

取

り

組

ん

で

い

く

。

（

募

集

課

広

報

班

）

第

43

代

第

１

師

団

長

に

富

崎

隆

志

（

と

み

さ

き

た

か

し

）

陸

将

が

２

月

６

日

、

防

衛

研

究

所

副

所

長

か

ら

着

任

し

た

。

着

任

式

に

お

い

て

富

崎

師

団

長

は

、

全

隊

員

に

「

一

所

懸

命

」

を

要

望

し

、

任

務

完

遂

へ

の

決

意

を

示

し

た

。

富

崎

師

団

長

は

、

練

馬

駐

屯

地

到

着

後

、

駐

屯

地

慰

霊

碑

お

よ

び

第

１

師

団

慰

霊

顕

彰

室

に

お

い

て

献

花

を

行

い

、

殉

職

隊

員

に

哀

悼

の

誠

を

捧

げ

た

。

続

い

て

儀

じ

ょ

う

隊

に

よ

る

栄

誉

礼

を

受

け

、

着

任

行

事

が

執

り

行

わ

れ

た

。

そ

の

後

、

練

馬

駐

屯

地

営

庭

に

お

い

て

着

任

式

を

実

施

し

、

富

崎

師

団

長

は

師

団

全

隊

員

に

対

し

訓

示

を

述

べ

た

。

訓

示

に

お

い

て

富

崎

師

団

長

は

、

我

が

国

を

取

り

巻

く

安

全

保

障

環

境

が

厳

し

さ

を

増

し

て

い

る

現

状

に

言

及

し

、

「

戦

争

を

起

こ

さ

せ

な

い

た

め

の

備

え

と

抑

止

の

重

要

性

」

を

強

調

し

た

。

そ

の

上

で

、

着

任

に

あ

た

り

の

統

率

方

針

と

し

て

「

精

強

師

団

の

育

成

」

を

掲

げ

、

「

あ

ら

ゆ

る

任

務

を

完

遂

し

、

国

民

の

負

託

私私私私たたたたちちちちのののの誇誇誇誇りりりり

に

応

え

得

る

師

団

の

確

立

」

を

目

指

す

考

え

を

示

し

た

。

ま

た

「

今

現

在

も

戦

争

を

起

こ

さ

せ

な

い

戦

い

に

挑

ん

で

い

る

と

の

認

識

を

持

っ

て

ほ

し

い

」

と

述

べ

、

各

級

指

揮

官

に

対

し

、

創

意

工

夫

を

も

っ

て

部

隊

を

練

成

し

、

士

気

旺

盛

で

団

結

強

固

な

部

隊

の

育

成

を

要

望

す

る

と

と

も

に

、

全

隊

員

に

対

し

て

は

「

一

所

懸

命

」

を

要

望

し

、

「

そ

れ

ぞ

れ

が

自

己

の

任

務

と

役

割

を

理

解

し

、

そ

れ

を

命

が

け

で

全

う

せ

よ

」

と

述

べ

た

。

最

後

に

富

崎

師

団

長

は

、

「

隊

員

諸

官

の

先

頭

に

立

ち

、

と

も

に

精

強

で

、

明

る

く

風

通

し

の

良

い

師

団

を

築

い

て

い

き

た

い

」

と

述

べ

た

。

富

崎

師

団

長

の

訓

示

を

受

け

、

師

団

の

隊

員

は

責

任

感

と

頭

号

師

団

の

誇

り

を

胸

に

、

一

人

一

人

が

「

一

所

懸

命

」

任

務

に

向

き

合

う

決

意

を

新

た

に

し

た

。

令

和

７

年

12

月

か

ら

令

和

８

年

１

月

に

か

け

て

、

神

奈

川

、

山

梨

及

び

静

岡

で

相

次

ぎ

発

生

し

た

林

野

火

災

に

対

し

、

各

自

治

体

か

ら

の

要

請

を

受

け

て

師

団

は

第

34

普

通

科

連

隊

及

び

第

１

飛

行

隊

を

派

遣

す

る

と

と

も

に

、

第

１

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

団

、

東

部

方

面

航

空

隊

、

第

12

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

隊

、

東

部

方

面

混

成

団

、

第

４

施

設

群

、

東

部

方

面

特

科

連

隊

と

連

携

し

た

災

害

派

遣

活

動

を

行

い

、

早

期

鎮

圧

に

向

け

一

丸

と

な

っ

て

取

り

組

ん

だ

。

12

月

9

日

に

神

奈

川

県

伊

勢

原

市

の

日

向

山

で

林

野

火

災

が

発

生

し

、

10

日

に

師

団

は

神

奈

川

県

知

事

か

ら

災

害

派

遣

要

請

を

受

理

。

１

飛

及

び

第

12

旅

団

隷

下

の

12

ヘ

リ

隊

の

ヘ

リ

が

空

中

消

火

を

実

施

し

た

。

最

大

４

機

態

勢

で

の

散

水

に

よ

り

火

勢

鎮

圧

に

寄

与

し

、

12

日

に

は

現

地

で

の

鎮

圧

宣

言

と

撤

収

要

請

が

出

さ

れ

活

動

を

終

了

し

た

。

１

月

８

日

、

山

梨

県

上

野

原

市

扇

山

で

林

野

火

災

が

発

生

し

、

同

日

夕

方

、

山

梨

知

事

か

ら

災

害

派

遣

要

請

を

受

理

。

師

団

は

１

月

９

日

か

ら

空

中

消

火

活

動

を

実

施

し

、

１

飛

、

12

ヘ

リ

及

び

1

ヘ

リ

団

の

最

大

７

機

態

勢

で

消

火

支

援

を

行

っ

た

。

ま

た

消

防

本

部

及

び

県

庁

へ

東

特

連

が

連

絡

員

を

派

遣

し

、

関

係

機

関

と

の

調

整

に

努

め

た

。

火

災

は

延

焼

が

続

き

、

鎮

火

の

見

通

し

が

立

た

な

い

状

況

の

中

、

昼

夜

を

問

わ

な

い

消

火

活

動

を

継

続

的

に

行

い

、

21

日

に

じ

後

は

自

治

体

で

の

対

応

可

能

と

判

断

さ

れ

た

こ

と

に

よ

り

撤

収

要

請

が

出

さ

れ

活

動

を

終

了

し

た

。

１

月

11

日

に

秦

野

市

で

発

生

し

た

林

野

火

災

に

つ

い

て

も

、

鎮

火

に

至

ら

な

い

状

況

か

ら

同

日

に

災

害

派

遣

要

請

が

出

さ

れ

た

。

１

ヘ

リ

団

と

12

ヘ

リ

隊

が

空

中

消

火

活

動

を

行

い

、

東

混

団

が

連

絡

員

を

県

庁

や

４

施

群

へ

派

遣

し

て

活

動

を

支

援

し

た

。

13

日

に

は

自

治

体

か

ら

の

撤

収

要

請

が

出

さ

れ

活

動

を

終

了

し

た

。

１

月

17

日

、

静

岡

県

藤

枝

市

の

山

林

で

火

災

が

発

生

し

、

県

か

ら

の

災

害

派

遣

要

請

を

受

け

、

34

連

隊

か

ら

県

庁

及

び

現

地

調

整

所

に

連

絡

員

を

派

遣

す

る

と

と

も

に

、

Ｃ

Ｈ

‐

47

Ｊ

と

連

携

し

な

が

ら

早

期

鎮

圧

を

目

指

し

て

活

動

し

、

23

日

に

自

治

体

か

ら

の

撤

収

要

請

を

受

け

て

活

動

を

終

了

し

た

。

こ

れ

ら

一

連

の

林

野

火

災

対

応

で

は

、

自

衛

隊

の

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

に

よ

る

空

中

消

火

活

動

が

重

要

な

役

割

を

果

た

す

と

同

時

に

、

消

防

・

警

察

・

自

治

体

と

連

携

し

た

総

合

的

な

支

援

が

行

わ

れ

た

。

師

団

は

今

後

も

地

域

住

民

の

安

全

確

保

と

災

害

被

害

の

軽

減

に

向

け

、

迅

速

か

つ

的

確

な

対

応

に

努

め

て

い

く

。

（

1

師

団

司

令

部

広

報

班

）
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京京京京
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本本本本

ジジジジ
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にににに
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代代代代

師師師師

団団団団

長長長長

にににに

着着着着

任任任任

「

一一一一

所所所所

懸懸懸懸

命命命命

」」」」

をををを

要要要要

望望望望

事事事事

項項項項

にににに

師師師師

団団団団

精精精精

強強強強

化化化化

をををを

目目目目

指指指指

すすすす

堺

前

師

団

長

は

２

月

５

日

、

師

団

長

交

代

に

伴

う

離

任

行

事

に

臨

ん

だ

。

堺

前

師

団

長

は

令

和

７

年

８

月

に

第

42

代

師

団

長

と

し

て

着

任

以

来

、

任

務

完

遂

を

第

一

に

各

部

隊

の

精

強

化

に

努

め

ら

れ

、

首

都

防

衛

の

重

責

を

担

う

第

１

師

団

の

育

成

に

尽

力

し

た

。離

任

に

あ

た

り

駐

屯

地

を

後

に

す

る

堺

前

師

団

長

に

対

し

、

隊

員

一

同

が

こ

れ

ま

で

の

功

績

に

対

す

る

感

謝

と

敬

意

を

込

め

て

見

送

っ

た

。

堺

前

師

団

長

離

任

一一一一

刻刻刻刻

もももも

早早早早

いいいい

鎮鎮鎮鎮

火火火火

とととと

安安安安

全全全全

確確確確

保保保保

へへへへ

各各各各

部部部部

隊隊隊隊

・・・・

関関関関

係係係係

機機機機

関関関関

とととと

連連連連

携携携携

空空空空

中中中中

消消消消

火火火火

及及及及

びびびび
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絡絡絡絡

員員員員

派派派派

遣遣遣遣

神神神神

奈奈奈奈
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勢勢勢勢

原原原原

市市市市
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山山山山
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災災災災

山山山山
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野野野野

原原原原

市市市市
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栄誉礼を受ける富崎陸将

厳粛な雰囲気の中、巡閲を

行う富崎陸将

12ヘリのＣＨ-47Ｊによる空中

消火活動

現地調整所の現地確認を

行う副師団長

夜

間

整

備

を

行

い

翌

日

の

活

動

に

備

え

る

隊

員

新隊員特技課程及び一般曹候補生

課程後期教育終了式（R7.9.12）


